


















































このうち、 「責任一評価に基づく経営j は、 「説明責任・アカウンタピリティを内容とする経営


































































































































びもつかないのではなし 1かと考えるJ (小島 2002a、65頁)とし、経営責任とは別に教職員の教育
専門家としての責任を指摘している。
???
『学校経営研究J第 32巻 2007 
第三に職員会議の事実上の経営責任である。「経営の意思決定に職員会議がかかわらないならば、
経営責任を語る必要はない。しかし職員会議が意思形成や決定するようなことがあれば、そこには



















自本語で責任という場合の意味合いとは異なり、 f印欧語では、 『責任(リスポンシピリティ) ~ 
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